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Ⅰ．緒言

　近年の野球界ではトラッキングシステム（投球のデー
タや打者の打球データを計測できるシステム）が急速に
普及している．そのため，テレビ中継でも画面下に投球
速度（球速）や球種，投じたコースや打球の速度や角度
データなども表示される．よって，それぞれの選手の投
じたボールや打球をこれまで以上に数値化できる項目が
増えているのが現状である．しかし，MLB（Major 
League Baseball） やNPB（Nippon Professional 
Baseball）では当たり前のように用いられているシステ
ムだが，アマチュアレベルでは練習での簡易計測までに
とどまっている．このようなトラッキングデータを目に
する機会は増えているが，正しくデータを収集し，練習
に繋げられるかはまた別の問題であると考える．また，
野球という競技は「守備からリズムを作って攻撃に繋げ
る」という格言がある．そのことからも守りが競技にお
いて重要であることが示唆される．なかでも，投手は守
りの中心に位置づけられ，投手の投球を持ってゲームが
展開されていく．よって，野球のゲームにおいて投手の
占める貢献度が大きいことから今回は投手に着目して研
究を実施した．
１．野球投手の先行研究では，投球速度は投手において
重要な要素であると述べている１）．投球動作は，踏み込
み足が接地した後，腰，肩，肘，手首そして，ボールの
順に各部位の速度のピークが時間的にずれながら増加す
る２） ３） ４）．いわゆる運動連鎖によって成り立つ５）．その
ため，最終的にボールを握っている手部の速度をどれだ
け高くできるかが，投球速度を決定する要因になると考
えられる．下肢の動作は，体幹の回旋動作および捻転動
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作に関係し，投球速度へ影響することから指導上の着眼
点として重要性が指摘されてきた６） ７） ８） ９） 10）．また，
直球（ストレート）に関する研究では，移動スピードと
回転スピードには正の相関関係があること11）やこの相
関関係から大きく逸脱するような高い回転スピードかつ
純粋なバックスピンで飛翔するボールは打者がバットの
芯で捉えづらいことが明らかとなっている．したがって，
打者が打ちづらいボールを投じるためには，投球速度の
他にもボールの回転数や回転軸なども重要であると考え
られる．そこで，本研究では，弾道測定器を用いて投球
データを計測し，投球の質を分析し，その計測結果を活
用した指導方法について検討することとした．

Ⅱ．方法

　被験者は硬式野球部に在籍し，大学２部リーグのチー
ムに所属するオーバースロー投手10名（右投げ：５名，
左投げ：５名，身長：1.74±6.4m，体重：74.1±4.6kg）
とした．被験者には，事前に本研究の目的や計測内容，
測定時の危険性について説明し，書面にて実験参加の同
意を得た．選手には，十分なウォーミングアップを実施
させた．屋外ブルペンにて，最大努力の直球投球動作を
30球課した（図１）．投球時には，弾道測定器（Rapsodo 
Baseball；Rapsodo社製）を用いて投球データを計測し
た（図２）．特に何かを指示はせず，通常通り練習とし
て直球のみの投球練習を実施させた．１投球ごとにタブ
レット画面の表示されるトラッキングデータを確認し
データ計測が正確に実施されていることを確認しながら
実施した（図３）．加えて，30球投球後に弾道測定器で
得られた投球データを本人にフィードバックした．投球
データは投手ごとに最高球速，平均速度，最高回転数，
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Ⅲ．結果および考察

　全被験者300試技の平均投球速度は127.0㎞ /hであっ
た．全投球データを表１に示す．全10名の被験者の中で
の最高球速は138.1km /hであった．最高球速の平均を見
ると127.0km/hと大学生投手としては低い数値が確認さ
れた．最高回転数や毎分回転数のそれぞれのデータを見
ても大学生の平均値を大きく下回る結果が確認された．
打者を討ち取るためにはどの投手も必ず投じる球種とし
てストレートがある．このストレートの質の現状を把握
し，投じるボールの質の向上に向け練習を行うことは非
常に重要であると考えられる．聞き取りによると今回の
計測時も普段と同様の球速であったとの申告があった．

毎分ごとの回転数，トゥルースピン，回転効率，ジャイ
ロ程度，回転方向，ストライク率を求めて分析した．ま
た，投球終了後に聞き取り調査を実施した．

図１　計測の様子

図３　実際に画面に表示される投球データ（実例）

図２　弾道測定器（ラプソード）
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そのため，球速データについては正しく計測されている
と考えられる．その他のボールの質的データについては
精度検証の方法が現時点でないため，難しいところはあ
るが，次年度も継続して計測し，選手が自身の成長を数
値で確認できることはプラスの材料になると考えられ
る．よって，弾道測定器を用いた投球練習は今後も実施
していくことが選手にとってプラスではないかと示唆さ
れた．今回は前年の１選手から被験者を増やして実施し
たが，選手が弾道測定器の活用に賛同するという結果が
得られた．

Ⅳ．まとめおよび今後の課題

　実験に関して，今回は全員投球数を直球30球と設定し
た．その結果，それぞれの被験者の投球データの質が明
確化された．投球データを「質」として数値化すること
で選手の練習意欲向上やパフォーマンス向上につながる
可能性が示唆された．今後は変化球も交えての投球分析
や投球数を増やしての計測を実施して，投球データをさ
まざまな視点から分析，活用していく．

付記

　本研究は，2022年度北方圏生涯スポーツ研究所・研究
所選定事業として実施した．申告すべき利益相反状態は
ない．
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